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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月14日(2010.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属ボトルストックに使用し得る形状に作られた複数のネッキングダイを具え、少なく
とも一つのネッキングダイは、ネッキング表面とレリーフを含んでおり、前記ネッキング
表面は、ランド部と、ネック半径部と、肩半径部とを含み、各々が内径を有しており、
　ランド部はネック半径部とレリーフの間に位置し、ランド部の内径はダイの最小直径で
あり、
　ネック半径部と肩半径部の内径はランド部の内径よりも大きい、ネッキングシステムで
あって、
　前記レリーフは、
　　ａ）レリーフ表面と、
　　ｂ）レリーフ表面の内径と、を有しており、レリーフ表面の内径はランド部の内径よ
りも少なくとも約０.０１インチ大きく、金属ボトルストックをネッキングする際にネッ
キング性能を維持しつつ、金属ボトルストックとレリーフ表面との摩擦接触を低減しうる
寸法であり、
　少なくとも一つのネッキングダイは、金属ボトルストックをネッキングする際にランド
部全体とレリーフがボトルストックに対して軸方向に移動し、該レリーフの少なくとも一
部分はボトルストックの最上面を超えて移動しうる寸法であることを特徴とする、ネッキ
ングシステム。
【請求項２】
　ランド部は、平均表面粗さ(Ｒａ)が約８μインチ～約３２μインチである請求項１のネ
ッキングシステム。
【請求項３】
　レリーフは、平均表面粗さ(Ｒａ)が約８μインチ～約３２μインチである請求項１のネ
ッキングシステム。
【請求項４】
　ネック半径部と肩半径部は、平均表面粗さ(Ｒａ)が約２μインチ～約６μインチである
請求項２のネッキングシステム。
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【請求項５】
　複数のネッキングダイは、上側壁の厚さが約０.００８５インチ以上の金属シート缶か
ら、ネッキングされたボトルパッケージを作ることができる形状とされており、初期ダイ
は、初期リダクション率が約９％よりも大きい請求項３のネッキングシステム。
【請求項６】
　金属シートは、ベーキング後の降伏強度が約３４～約３７ｋｓｉである請求項５のネッ
キングシステム。
【請求項７】
　金属ブランクをネッキングする方法であって、
　ボトルストックからなる金属ブランクを準備するステップ、
　金属ブランクを初期内径を有する容器に成形するステップ、
　成形された容器を、少なくとも一つのネッキングダイでボトルにネッキングするステッ
プを有しており、
　少なくとも一つのネッキングダイはネッキング表面とレリーフとを含んでおり、前記ネ
ッキング表面は、ランド部と、ネック半径部と、肩半径部とを含み、各々が内径を有して
おり、ランド部はネック半径部とレリーフの間に位置し、ランド部の内径はダイの最小直
径であり、ネック半径部と肩半径部の内径はランド部の内径よりも大きく、
　前記レリーフは、
　　ａ）レリーフ表面と、
　　ｂ）レリーフ表面の内径と、を有しており、レリーフ表面の内径はランド部の内径よ
りも少なくとも約０.０１インチ大きく、金属ボトルストックをネッキングする際にネッ
キング性能を維持しつつ、金属ボトルストック表面とレリーフ表面との摩擦接触を低減し
うる寸法であり、
　ボトルストックをネッキングするステップは、容器を、少なくとも一つのネッキングダ
イに挿入することを含んでおり、ランド部とレリーフは容器に対して軸方向に移動し、レ
リーフの少なくとも一部分は容器の最上面を超えて移動することを特徴とする、方法。
【請求項８】
　ランド部は、仕上げ表面Ｒａが約８μインチ～約３２μインチで、ネック半径部と肩半
径部は、仕上げ表面Ｒａが約２μインチ～約６μインチである請求項７の方法。
【請求項９】
　ボトルストックは、エアゾール缶又は飲料ボトルの幾何形状を有している請求項７のネ
ッキング方法。
【請求項１０】
　肩半径部は、複数のネッキングダイの各ネッキングダイに対して一定であるボディー半
径部を有している請求項１のネッキングシステム。
【請求項１１】
　ボディー半径部は、複数のネッキングダイの各ネッキングダイの中心線から一定距離の
位置、及び、複数のネッキングダイの各ネッキングダイの入口開口部から一定距離の位置
に座標の原点を有している請求項１０のネッキングシステム。
【請求項１２】
　座標は、複数のネッキングダイの各ネッキングダイの中心線から約０.４５５インチで
、複数のネッキングダイの各ネッキングダイの入口開口部から約０.２７５インチである
、請求項１１のネッキングシステム。
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